
＃
働
く

Voice

Work

国際協力キャリアガイド 2020-2021 064065 I n te rna t iona l  Coopera t ion  Career  Guidebook

アジア航測株式会社

設 立
資 本 金
従 業 員
本 社
事業分野

募集職種
募集人数
住 所

T e l
M a i l
H P

1954年
16億7,377万8,000円
1,321人（2019年9月30日現在）
神奈川県川崎市
民間セクター、都市開発、防災、ＩＣＴ、
インフラ、資源・エネルギー、水と衛生、
環境・気候変動、貧困削減、平和構築、
農業・農村開発
営業部門、技術部門、管理部門
随時募集
〒215-0004　
神奈川県川崎市麻生区万福寺1-2-2 
新百合トウェンティワン3階
044-969-7230
tk.jinji@ajiko.co.jp
https://www.ajiko.co.jp
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ア
ジ
ア
航
測
は
、
最
先
端
の
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
で
収
集
し
た
空
間

情
報
を
基
に
、
防
災
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
環
境
保
全
な
ど
、
公
共
性

の
高
い
分
野
で
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
に
携
わ
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
お
い
て
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活

や
、
生
産
性
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
向
上

を
促
進
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組

み
が
加
速
し
て
い
る
な
か
、
空
間

情
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
技
術
、
３
Ｄ
コ
ン
テ

ン
ツ
・
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
各
種

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
地
理
空
間
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
開
発
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
独
自
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
こ
と
が
強
み
だ
。

　

政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
な

ど
の
国
際
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

通
じ
て
、
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
森
林
保
全
、
防
災
な
ど
、
途

上
国
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

ア
ジ
ア
航
測
は
、
新
た
な
空
間

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
挑
戦

し
成
長
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と

な
る
こ
と
を
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
掲
げ
て
お
り
、
社
内
教
育
を
充

実
さ
せ
て
人
材
育
成
を
行
っ
て
い

る
。

　

昇
格
ご
と
に
受
講
す
る
階
層
別

研
修
、
一
流
の
講
師
陣
に
よ
る
技

術
伝
承
講
座
、
技
術
士
、
測
量
士

と
い
っ
た
資
格
取
得
対
策
講
座
な

ど
、
階
層
に
応
じ
た
専
門
知
識
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、

人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
に
よ

り
若
い
う
ち
に
複
数
の
業
務
を
経

験
す
る
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
小
川
紀
一

朗
さ
ん
は
「
若
い
時
は
行
動
し
や

す
く
吸
収
力
も
高
い
。
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
持
ち
、
思
い
切
っ
て
海

外
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
技
術
的

な
経
験
を
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
自
身
を
成
長
さ
せ
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
る
」
と
、
国
際
協
力
業

界
を
目
指
す
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

贈
る
。

内
外
で
社
会
を
支
え
る

空
間
情
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ビ
ジ
ネ
ス
開
拓
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
を
育
成

なりたい自分を
イメージして努力

相手のことを
考えるのは海外も同じ

社会インフラマネジメント
事業部 

海外プロジェクト室
技師

吉野 健太さん

日本工学院専門学校 
パソコン・ネットワーク科
卒業

社内公募で
海外プロジェクト室に異動

アジア航測に入社 
国内業務に従事

SIer企業に勤務
※SIer=System Integrator
の略称

　前職はシステムエンジニアでしたが、技術者とし
ての価値を高めるにはどうしたらいいかと考え始
め、日本企業と海外のシステム開発会社の間に立っ
て円滑に業務を進められるよう指示する「ブリッ
ジSE」という職種に興味を持ちました。そんな時、
自分が担当した商社の皆さんが当たり前のように英
語を使って仕事をしている姿を見て、いつか自分も
海外で仕事ができたらと英語の勉強を始めました。
　2014年に当社に入社してから国内の防災系シ
ステムを担当していたのですが、2018年に会社の
研修で米国の大学で2カ月間勉強したことで海外業
務への夢が再燃し、社内公募に手を挙げて今年1月
に海外部門へ異動しました。
　英語は得意ではありませんでしたが、将来こうな
りたいと思って今の自分があります。皆さんも10
年後の自分を思い描いてみてはどうでしょうか。

　今年3月に内閣府のプロジェクトでインドネシアに出張しました。日本
では「みちびき」という準天頂衛星システムが地震速報や津波警報などの
災害関連情報を送信しています。今後も増大することが想定される災害に
対するさらなる情報提供を実現するために、現状調査や実現性調査をする
プロジェクトです。この衛星は日本と経度の近いアジア・オセアニア地域
でも利用できるため、国際機関についても調査しました。インドネシアに
あるASEAN 防災人道支援調整センター（AHA Centre）では、現在の
情報配信の仕組みや課題についてヒアリングを行いました。
　海外での業務はやり直しがきかないことが多く、事前準備が大切だと感
じますし、緊張感を持っ
て業務に当たっています。
　しかし、言われたこと
をただやるだけではなく
て、相手のことを考えて
一歩踏み込んで仕事をす
るという点は、国内と海
外で変わりはないと思い
ます。

ミャンマーのグループ会社内でツール
の操作方法などを説明する

ミャンマーの市役所でGNSS測位サービス
を活用した測量を教える


